
　
平
成
18
年
に
入
り
、
異
様
に
火
災
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
数
は
、

3
月
21
日
現
在
で
8
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。

そ
の
大
半
が
、
火
の
不
始
末
や
不
注
意

な
ど
、
普
段
通
り
気
を
付
け
れ
ば
防
げ

た
事
例
ば
か
り
が
目
立
っ
た
気
が
し
ま

す
。
本
当
に
「
火
」
は
恐
ろ
し
い
も
の

で
す
。
す
べ
て
を
焼
き
尽
く
し
て
し
ま

い
ま
す
。
物
だ
け
で
な
く
、
思
い
出
や

記
録
ま
で
も
…
。�

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
近
所
で
火
災
が
あ

り
、
延
焼
す
る
の
で
は
な
い
か
？
と
思

う
よ
う
な
怖
い
体
験
を
し
ま
し
た
。
燃

え
さ
か
る
炎
が
家
屋
に
迫
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
我
々
に
は
ど
う
し
よ
う
も
無

く
、
た
だ
た
だ
オ
ロ
オ
ロ
す
る
ば
か
り

で
、「
手
も
足
も
出
な
い
」
と
は
こ
の

こ
と
か
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
時

消
防
署
員
と
消
防
団
員
は
、
鎮
火
の
た

め
、
ま
た
、
延
焼
を
避
け
る
た
め
に
果

敢
に
消
火
活
動
に
努
め
て
く
れ
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。
そ
の
姿
は
、
使
命

感
と
誇
り
を
持
ち
、「
義
」
に
あ
ふ
れ

た
勇
ま
し
さ
を
醸
し
出
し
て
い
ま
し
た
。�

　
白
石
市
消
防
団
は
、
団
長
・
副
団
長

2
名
・
本
部
と
8
地
区
の
分
団
、68
班
、

総
勢
6
4
5
名
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
員
は
、
通
常
の
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
、

仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
・
白
石

消
防
署
や
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
な
ど
の
関

係
団
体
と
連
携
を
図
り
、
日
夜
、
防
火
・

防
災
の
啓
蒙
活
動
に
努
め
て
お
ら
れ
ま

す
。
感
謝
の
一
言
で
す
。�

　「
義
」
と
は
、「
道
理
。
条
理
。
物
事

の
理
に
か
な
っ
た
こ
と
。
人
間
の
行
う

べ
き
す
じ
み
ち
。
利
害
を
捨
て
て
条
理

に
従
い
、
人
道
・
公
共
の
た
め
に
尽
く

す
こ
と
」
で
す
。
消
防
団
員
の
皆
さ
ん

も
当
て
は
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
そ
う
い
え
ば
赤
穂
の
義
士
も
、

当
時
の
火
消
し
の
装
束
で
は
な
か
っ
た

か
な
？
と
考
え
た
り
…
。「
消
防
団
」

を
現
代
用
語
の
基
礎
知
識
で
引
く
と
、

「
地
域
の
安
全
対
策
は
自
然
発
生
的
な

権
利
で
あ
る
。
水
防
団
、
自
警
団
な
ど

が
そ
れ
で
、
消
防
団
だ
け
が
戦
前
か
ら

法
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
都
道
府
県

の
管
轄
だ
っ
た
た
め
、
警
察
や
軍
（
防

護
団
）
の
協
力
組
織
に
変
容
。
戦
後
は

市
町
村
の
管
轄
に
移
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
消
防
団
を
組
織
し
た
」
と
あ
り

ま
し
た
。�

　
現
在
、
そ
の
白
石
消
防
団
の
団
長
が

O
さ
ん
で
す
。「
気
は
優
し
く
て
力
持

ち
」
を
地
で
行
く
方
で
す
。
消
火
の
際

は
的
確
な
指
示
を
行
い
な
が
ら
も
、
自

ら
も
下
働
き
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
訓

辞
の
と
き
も
、
一
言
一
言
丁
寧
に
、
厳

し
さ
の
中
に
優
し
さ
を
感
じ
ら
れ
る
言

い
回
し
。
毎
回
感
じ
入
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
両
S
副
団
長
。

素
晴
ら
し
い
人
た
ち
の
集
団
で
す
。�

　
白
石
消
防
団
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
白
石
の

安
全
と
安
心
の
た
め
に
！
�

　「
火
の
用
心
！
マ
ッ
チ
一
本
火
事
の

も
と
！
」
我
々
市
民
も
、
火
の
元
注
意

を
忘
れ
ず
に
！
�

�　
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
台
所
を
な
ぜ

「
お
勝
手
」
と
い
う
か
分
か
り
ま
す
か
？
�

風
間
市
長
の

風
間
市
長
の
�

風
間
市
長
の
�

「 

義 

」
�
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3月11日、働く婦人の家において、
人権啓発いきいきフォーラムが開催
され、多くの市民が参加しました。
フォーラムでは、「助け合い」か

ら「学びあい」へと題した基調講演
の後、地域の振興や子育てなど、さ
まざまな分野で積極的に活動されて
いる市民の皆さんがパネラーとな
り、パネルディスカッションが行わ
れました。

参加した皆さんは、人と人が結び
合う中で他人を尊重し、いきいきと
活躍できる地域社会を実現すること
の大切さを再認識していました。

いきいきと活躍できる地域社会に

人権啓発いきいきフォーラム

2月24日から3月3日まで、片倉家
中武家屋敷「旧小関家」において毎
年恒例の「ひな祭り」が開催され、
たくさんの人が足を運びました。

期間中、武家屋敷では市内の創作
グループなどによるひな祭りにちな
んだ作品が展示されたほか、最終日
の3月3日には合唱や大正琴・篠笛の
演奏、図書館読み聞かせボランティ
アの皆さんによる「おはなしひろば」
などのイベントが行われ、訪れた人
を楽しませました。

和やかにひな祭りを祝いました

武家屋敷で「ひな祭り」を開催

2月24日、神奈川県海老名市の有
馬中学校の3年生約170人が当市を訪
れ、白石中学校の3年生約130人と市
内11カ所の事業所や施設に分かれて
体験学習を行いました。
神奈川県海老名市とは姉妹都市と

して、さまざまな交流を行っていま
す。この姉妹都市交流がきっかけと
なり、学校同士の交流活動へと発展
したもので、今回の活動は2回目。
第1回目は昨年4月、白石中学校の修
学旅行の際に、有馬中学校の生徒の
皆さんがガイド役となり鎌倉での学

姉妹都市交流をきっかけに！

白石中学校が海老名市の中学校と交流体験学習

習見学を行っています。
鷹巣の白石和紙工房では、紙すき

作業の説明を受けた後、両校合わせ
て6人の生徒の皆さんが挑戦。厳し
い寒さの中での、冷たい水を使った
作業に、手を真っ赤にしながら、代
わる代わる作業体験を行いました。

また、11カ所中1番の大人数とな
った弥治郎こけし村でのこけしの制
作体験では、両校合わせて約80人が
参加。こけしが出来上がるまでの工
程を体験し、楽しく白石の伝統産業
の素晴らしさを体験しました。

3月10日から12日にかけて、中央
公民館で第25回公民館まつりが開催
されました。

会場では展示、即売、催事、発表
といった部門ごとに、市民が日ごろ
から各サークルなどで鍛えた腕を披
露。11日には元NHKアナウンサーの
吉川精一さんによる「涙と笑いの90
分　人生いつもありがとう」と題し
た講演が行われたほか、最終日の12
日には歌や琴、ハワイアンダンスな
どの23団体による発表が行われ、た
くさんの市民が足を運びました。

生涯学習に取り組む市民の祭典

中央公民館で第25回公民館まつりを開催

3月7日、越河保育園の園児20名が、
春の火災予防週間に合わせ、地元の
皆さんに防火に対する意識を高めて
もらおうと、火の用心を呼び掛けま
した。これは、幼年消防クラブを結
成している同保育園の恒例行事とし
て、昨年から行われています。
園児たちが拍子木を打ち鳴らしな

がら、「火の用心、マッチ一本火事
のもと！」と元気の良い声で火災予
防を呼び掛けると、地元の皆さんも
沿道に出て、手を振りながら呼び掛
けに応えていました。

火遊びはしません！！

越河保育園児が地元で火災予防運動を実施

ま・ち・か・ど� IN！�みなさんからのすてきな情報を待ってます！�

2月26日、すまｉるひろばに隣接す
る蔵が、装いを新たに「ギャラリーカ
フェ 蔵楽」としてオープンしました。

この店は、壽丸
す まる

屋敷、すまｉ
い

るひ
ろばと連動して中心市街地ににぎわ
いを取り戻そうと、白石まちづくり
株式会社が蔵を改装してオープンさ
せたものです。落ち着いた雰囲気の
店内は、イタリア料理を中心とした
レストランとなっており、市中心部
に誕生した蔵の店は、この日たくさ
んの人でにぎわいました。

昔ながらの蔵が装いを新たに

「ギャラリーカフェ 蔵楽
くら ら

」がオープン

2月22・23日の両日、姉妹都市の
北海道登別市の文化協会の会員22名
が当市を訪れ、当市文化協会との芸
術文化の交流を行いました。
これは、登別市文化協会創立40周

年の記念事業で、22日に行われたレ
セプションでは、斎川の孫太郎太鼓
や白石市文化協会員の舞踊などで一
行を歓迎したほか、翌日には碧水園
において、詩吟や尺八など、お互い
の芸能活動の発表を行い、文化交流
で姉妹都市の親交を深めました。

創立40周年を記念して！

登別市・白石市文化協会交流会

▲登別市文化協会の黒澤さんによる魚拓
ぎょたく

の
実演（22日レセプション会場にて）

▲篠笛
しのぶえ

奏者の山谷
やま や

和
かず

さんによる演奏

い


